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再生可能エネルギーの導入目標

・CO2削減
・エネルギーの安定的確保



兵庫県地球温
暖化対策元年
IPPC第1次評価報告書

京都議定書
発効

パリ協定京都会議
地球サ
ミット

ハンセン
博士証言



2005年：京都議定
書発効
米国：２１．４％
中国：１８．８％
ロシア：５．７％
日本：４．５％
インド：４．２％
ドイツ：３．０％
英国：２．０％
カナダ：２．０％
韓国１．７％
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スターン・レビューの概要
（2006年12月英国議会に報告書提出）

・ 気候変動の科学的根拠は否定しがたい。気候変動

は地球全体に対する深刻な脅威。

・ 気候変動は、飲料水、食糧生産、健康、環境など生

活の基盤となる全てを脅かす。

・ 気候変動がもたらす被害総額は、世界各地のGDPの

５％、最大２０％に及ぶ。

・ ４５０～５５０ｐｐｍのレベルに抑えれば最悪の影響を

減少する。

・ ５００～５５０ｐｐｍに抑える費用は世界のGDPの

約１％と推定。





長期エネルギー需給見通し2015年



資源エネルギー庁資料
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自然エネルギー世界白書
から



シャープ
ℚセル
京セラ
パナソニック
三菱電機



出所：SPV Market Research
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再生可能エネルギー導入状況総括表

（ｋW)

導入水準 FIT認定量 ミックス ミックス/

（17年3月） （17年3月 2030年度 導入水準

太陽光 3910万
8454万

6400万 約1.6倍
（+４６１）

風力 339万
697万

1000万 約2.9倍
（+413万）

地熱 52万
9万 140～

約2.8倍
（+1万） 155万

水力 4812万
112万 4847～

約1.0倍
（+34万） 4931万

バイオマス 315万
1242万 602～

約2.1倍
（+872万） 728万



世界における再生可能エネルギー導入量（2016年、百万キロワット）

順位 太陽光発電 風力発電 水力発電 バイオマス

1 中国 ３４．２ 中国 １８．７ 中国 １２．６ 中国 １．８

2 米国 １４．８ 米国 ８．２ ブラジル ５．３ ブラジル ０．９

3 日本 ７．９ ドイツ ４．３ エクアドル １．８ デンマーク ０．９

4 インド ４．０ インド ３．６ エチオピア １．７ インド ０．４

5 英国 ２．４ ブラジル ２．５ ペルー １．１ 日本 ０．３






